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今年も盛大に！
自身のベストを尽くして走る！



　
今
年
度
も
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

な
っ
て
い
る
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、六
回
目
の

開
催
と
な
る「
イ
ク
ラ
ン
‼ 
松

本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」
が
一
一
月
二
三
日

（
土
）勤
労
感
謝
の
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
回
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
な

が
ら
の
開
催
で
し
た
が
、今
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
の
状
況

で
開
催
し
ま
し
た
。朝
は
強
く
冷

え
込
み
ま
し
た
が
、秋
晴
れ
の
絶

好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
の
中
、村
内

外
よ
り
九
五
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

エ
ン
ト
リ
ー
が
一
番
多
く
、第
一

回
目
か
ら
続
け
て
ご
参
加
さ
れ

た
方
や
普
段
か
ら
走
り
こ
ま
れ

て
い
て
足
に
自
信
の
あ
る
選
手

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
に
は
記
録
証
と

参
加
賞
、一
〇
キ
ロ
の
男
女
一
位

の
選
手
に
は
副
賞
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
来
年
も
大
勢
の
皆
さ
ん
が
出

場
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画

し
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、上

位
を
目
指
し
て
大
勢
の
村
民
の

み
な
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、大
会
運
営
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
各
分
館
役
員

の
皆
さ
ん
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
皆
さ
ん
、大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

参
加
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
総
合
運
動
場
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
草
尾
・
昭

津
・
大
日
向
地
区
の
犀
川
沿
い
の

村
道
を
五
キ
ロ
の
部
、一
〇
キ
ロ

の
部
の
二
種
類
。一
〇
キ
ロ
の
部

に
は
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
よ
り
、小
澤

修
一
社
長
、
元
選
手
で
現
在
は

チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
在
籍

さ
れ
、公
民
館
主
催
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
講
座
で
講
師
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
阿
部
琢
久
哉
さ

ん
を
は
じ
め
五
名
の
方
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
藤
澤
村
長
と
小
澤
社
長
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、事

務
局
よ
り
注
意
事
項
等
の
ご
案

内
を
し
、
午
前
一
〇
時
に
藤
澤

村
長
の
号
砲
に
よ
り
、五
キ
ロ
の

部
、一
〇
キ
ロ
の
部
と
も
、一
斉

に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
周
り
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
快
調
に
走
り

出
し
、あ
っ
と
い
う
間
に
見
え
な

く
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
前
回

ま
で
と
同
様
に
一
〇
キ
ロ
へ
の

　
公
民
館
主
催
で
、一
一
月
三
日

（
日
）の
文
化
の
日
に
合
わ
せ
て

「
み
ん
な
で
登
っ
て
　
金
戸
山
で

ナ
ゾ
を
と
く
」と
題
し
、ク
イ
ズ

や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
金
戸
山
百
体
観
音

巡
り
は
、村
内
外
よ
り
二
一
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
前
日
か

ら
の
雨
天
の
影
響
に
よ
り
、直
前

ま
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
当
日
朝
に
は
晴
天
と
な
り

イ
ズ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
百

体
観
音
の
由
来
や
、
山
清
路
の

伝
説
を
解
答
す
る
問
題
な
ど
に

挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
下
山
し
て
か
ら
は
、地

元
宇
留
賀
区
有
志
の
み
な
さ
ん

が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ
た

豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
一
一
月
三
日「
文
化

の
日
」に
併
せ
て
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
年
も
開
催

今
年
も
開
催

「
イ
ク
ラ
ン

「
イ
ク
ラ
ン
‼‼  

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」

金
戸
山
で
百
体
観
音
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦

金
戸
山
で
百
体
観
音
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦

巡
礼
　
金
戸
山
百
体
観
音

巡
礼
　
金
戸
山
百
体
観
音

無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
生
坂
村

の
紅
葉
も
終
盤
の
時
期
で

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

全
国
的
に
季
節
の
進
み
が

遅
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
金
戸
山
や
山
清
路
周

辺
の
山
々
は
紅
葉
見
ご
ろ

と
重
な
っ
て
、
参
加
者
の

み
な
さ
ん
は
赤
や
黄
色
に

彩
ら
れ
た
木
々
の
中
で
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
山
中
に
は
、
百
体
観
音

や
山
清
路
に
ま
つ
わ
る
ク
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一
一
月
九
日（
土
）に
大
・ژ

ἃ

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
Ξ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
Ξ
ー
は
、「
大
・ژ
ἃ


を

く
世
に
出
す
会
」
に
よ

り
、
こ
の
時
期
に
見
ࠒ
を
ܴ
え

た
紅
葉
を
山

か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
ا
画
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
村
内
外
か
ら
二
ീ
名
の
参
加

者
と
本
会
会
員
、
い
く
さ
か
大

好
き
ୂ
、
観
ޫ
協
会
事
務
局
一

二
名
の
総
勢
࢛
〇
名
で
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
ീ
時
に
ू
合

し
、出
ൃ
ࣜ
後
マ
イ
ク
ロ
ό
ス
で

ສ
ฏ
登
山
ޱ
へ
Ҡ
動
し
、
࢛
൝

に
分
か
れ
各
൝
一
ྻ
に
な
っ
て

్
中
ٳ
ܜ
を
ڬ
み
な
が
ら
、
Ώ

っ
く
り
と
し
た
ϖ
ー
ス
で
登
り

ま
し
た
。

お
お
こ
ば
見
晴

や
അ
の
എ

か
ら
の
ோ

を
楽
し
み
な
が
ら

生
坂
の
秋
を
ת

し
て
い
た
だ

き
、
ژ
ἃ

山

で
は
൝
ご
と

に
記
೦
ࡱ
影
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
ݝ
の
地
Ҭ
ൃ
元
ؾ

　
一
一
月
一
六
日（
土
）に
α
ン

ϓ
ロ
Ξ
ル
ウ
ỹ
ン（
松
本
ࢢ
）で

ߦ
わ
れ
た
α
ッ
Χ
ー
̟
̏
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
対
Ｆ
Ｃ
ླྀ
ٿ
戦
の
ࢼ

合
に
お
い
て
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
̥

̧
σ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、生
坂
村
と
Ԙ
৲
ࢢ
、


ా
ொ
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
̥
̧
を
ߦ
い
、
会
場
の
外
で

は
、
ಛ
࢈

の
ൢ
ച
や
ύ
ン
フ

レ
ッ
ト
の


な
ど
、
そ
れ
ͧ

れ
झ
向
を
ڽ
ら
し
た
ϒ
ー
ス
が

ฒ
ͼ
ま
し
た
。

　
生
坂
村
ϒ
ー
ス
で
は
、
や
ま

な
み

の
փ
ম
き
お
や
き
や
か

あ
さ
ん
Ո
の

の
お
ま
ん
じ
ỵ

う
等
の
ൢ
ച
の
΄
か
、
観
ޫ
̥

̧
を
࣮
ࢪ
し
ま
し
た
。
ಛ
࢈


ൢ
ച
は
開
࢝
か
ら
多
く
の
お
٬

さ
ん
で

わ
い
、

時
間
で
あ

っ
と
い
う
間
に

ച
し
て
し
ま

う
な
ど
、大
変
好
ධ
で
し
た
。ಛ

࢈

を
௨
じ
て
多
く
の
皆
さ
ん

に
生
坂
村
を

っ
て
い
た
だ
く

ػ
会
に
出
来
ま
し
た
。

　
ࢼ
合
前
に
は
、
藤
澤
村
長
を

は
じ
め
、ଠ
ా
ٞ
長
、生
坂
村
গ

ͮ
く
り
ࢧ
援
金
を
׆
༻
し
た
登

山
道

උ
を
一
〇
月
に
࣮
ࢪ
し

ま
し
た
。
උ
後
、ॳ
め
て
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
Ξ
ー
は
、ա
ڈ
参

加
者
か
ら
も
登
り
や
す
く
な
っ

た
と
大
変
好
ධ
で
し
た
。

ま
た
、Φ
リ
δ
ナ
ル
の
マ
フ
ラ

ー
タ
Φ
ル
を
੍
作
し
、ツ
Ξ
ー
参

加
者
に
登

記
೦
と
し
て



す
る
こ
と
で
、大

・
ژ
ἃ

の

̥
̧
を
ߦ
い
ま
し
た
。

　「
大

・
ژ
ἃ

を

く
世
に

出
す
会
」
と「
生
坂
村
観
ޫ
協

会
」で
は
、今
後
も
Ҿ
き
続
き
登

山
道

උ
や
ツ
Ξ
ー
の
開
催
、એ

伝
、̥
̧
等
地
Ҭ
ৼ
ڵ
の
た
め
の

׆
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

年
α
ッ
Χ
ー
キ
Ỿ
ϓ
ς
ン
の

部

ւ
ཬ
さ
ん（
上
生
坂
）が
フỻΞ
ϓ

レ
ー
フ
ラ
ッ
グ
ベ
Ξ
ラ
ー
を
務
め
、

ޓ
い
を
リ
ス
ϖ
ク
ト
す
る
フỻΞ
ϓ

レ
ー
ਫ਼
ਆ
と
と
も
に
、生
坂
村
を

̥
̧
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ࢼ
合
は
、
二
対
一
で
松
本
山

雅
Ｆ
Ｃ
が
見
事
উ
ར
。̟
̎
ঢ

֨
の
ϓ
レ
ー
Φ
フ
に
向
け
て
、

い
よ
い
よ
期

が
ߴ
ま
る
݁
Ռ

と
な
り
、
ス
タ
δ
Ξ
ム
も
大
変

な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

村
で
は
、こ
れ
か
ら
も
松
本
山

雅
を
Ԡ
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
の
׆
動
を

௨
じ
て
多
く
の
方
が
生
坂
村
を

๚
れ
て
く
れ
る
よ
う
Ҿ
き
続
き

ັ
力
ൃ
信
に

め
て
い
き
ま
す
。

　
ෆ
定
期
で
す
が
、月
に

日
ఔ

度
調
ཧ
員
に
ܽ
員
が
出
る
ࡍ
に

出
勤
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ˑ

事
内
༰

・
څ
৯
調
ཧ

・
調
ཧ
ث
۩
等
の
ચ
ড়

・
ย

け

ˑ
勤
務
時
間

・
ฏ
日
午
前
ീ
時
一
五
分
Ỗ

　
　
最
長
で
午
後
五
時
ま
で

ӫ
ཆ
ό
ラ
ン
ス
な
ど
Ո
ఉ
ྉ

ཧ
の
参
ߟ
に
も
な
り
、と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る

事
で
す
。

ま
た
、生
坂
村
の
ඒ
ຯ
し
い
ֶ

ߍ
څ
৯
を
৯

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

勤
務
ৄ
ࡉ
等
に
つ
い
て
、お
ؾ

ܰ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

˙
お
問
い
合
わ
せ

　
ֶ
ߍ
څ
৯
η
ン
タ
ー

　
ὸ
六
九ô

三
〇
ീ
九

　
ฏ
日
午
後
一
時
三
〇
分
Ҏ
߱

ߚ
༿
の
େ

ɾ
ژ
ἃ

に
ొ
Ζ
͏
ʂ

ߚ
༿
の
େ

ɾ
ژ
ἃ

に
ొ
Ζ
͏
ʂ

ळ
の
τ
Ϩ
ỽ
Ω
ン
ά
π
Ξ
ồ

ळ
の
τ
Ϩ
ỽ
Ω
ン
ά
π
Ξ
ồ

松
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ϗ
ồ
Ϝ
λ
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ื
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۠ۀࣄ ྫۀࣄԉࢧ

Ҭڠಇͷਪਐ ɾҬͮ͘ΓࢢຽϑΥʔϥϜͷ։࠵

อ݈ɺҩྍɺࢱͷॆ࣮
ɾ׆ಈྔܭΛͮ͘߁݈ͨ͠༺׆ΓଅਐͷͨΊͷڥඋ
ɾো͕͍ऀࣇɺऀྸߴΛରͱͨ͠ߢޱέΞ
ɾࢠҭͯࢧԉΛͨ͏ߦΊͷωοτϫʔΫͮ͘Γ

ڵҭɺจԽͷৼڭ

ɾ౷จԽͷอଘɺঝۀࣄ
ɾ֎ࠃ੶ݝຽͱͷަྲྀۀࣄ
ɾ৯ҭγϯϙδϜͷ։࠵
ɾจԽ ŋ εϙʔπৼڵͷͨΊͷަྲྀΠϕϯτͷ։࠵ڥඋ

҆શɾ҆৺ͳҬͮ͘Γ

ɾࡂରࡦࡂҙࣝͷ͢ࢿʹ্Δۀࣄ
ɾॅຽ͑ࢧ߹͍ࡂϚοϓͷ࡞
ɾߨٸٹ໋ٹशձͷ։࠵
ɾࣗओࡂ৫ͷੑ׆Խࢧԉ

ܗ؍ܠอશɺڥ

ɾࣗવΤωϧΪʔͷීٴɾ֦େʹؔ͢Δۀࣄ
ɾެԂཬࢁͷ༡าಓඋɾՖͷ২थ
ɾϗλϧͷඈͼަ͏ࣗવڥͷ࠶ੜۀࣄ
ɾҬͷوॏͳ࢈ࡒΛͨ͢ʹੈޙΊͷ؍ܠඋ
ɾͦͷଞඒ͍͠؍ܠͷܗʹ͢ࢿΔۀࣄ

େ֦༺ޏɺڵৼۀ࢈
ʢ؍ɹޫʣ
ʢɹۀʣ
ʢྛɹۀʣ
ʢɹۀʣ
ʢͦͷଞʣ

ɾ֗า͖ΨΠυϒοΫͷ࡞ɺޫ؍ϘϥϯςΟΞͷҭ
ɾ༡ߥٳഇͷ෮ۀࣄݩ
ɾؒെࡐΛ׆༻ͨ͠ͷੜࢧ࢈ԉɺྛମֶݧशۀࣄ
ɾళ֗ੑ׆ԽΠϕϯτͷ։࠵ɺۭళฮΛ׆༻ͨ͠ఆࢢظͷ։࠵
ɾۀలͷ։࠵ɺಛ࢈։ൃɺٕज़ऀཆ࠲ߨͷ։࠵
ɾো͕͍ऀɺঁੑɺएऀͷޏ༻ଅਐٴͼबۀɾఆॅࢧԉۀࣄ

ொଜ߹ซʹ͏Ҭͷ࿈ࢢ
ͷਪਐܞ

ɾ߹ซҬʹ͓͚Δ࿈ܞͷਪਐͱަྲྀΛਂΊΔۀࣄ
ɾ߹ซʹΑΔϒϥϯυ౷߹Ұମతͳݯࢿޫ؍ͷ։ൃ

ͦͷଞ ɾҠॅرऀʹର͢ΔΒ͠ࣄΛମ͢ݧΔͷఏڙ
ɾ݁ࠗ׆ಈΛࢧԉ͢ΔͨΊͷग़ձ͍ͷػձͷఏڙ

令和7年度 「地域発 元気づくり支援金」の
事業を募集します

ɹݝͰɺྩ ̓ͷʮҬൃ ͮ͘ؾݩΓࢧԉۚʯͷूืۀࣄΛ͍ߦ·͢ɻ͜ ͷࢧԉۚɺࢢொଜͩ
͚Ͱͳ͘ɺҬͮ͘ΓΛ͏ߦάϧʔϓٞڠձͳͲ෯ஂ͍ମΛࢧԉରͱ͍ͯ͠Δ͜ͱ͔ΒɺʮҬΛΑ
͍ͨ͘͠ʯʮ͜Μͳ׆ಈΛͯ͠Έ͍ͨʯͳͲͷҬͮ͘Γͷࢧԉཁ͕͋Γ·ͨ͠Βɺฃͬͯ͝Ԡื͍ͩ͘͞ɻ

◎ 支援対象事業及び対象事業例
ɹࣗΒͷܙͱʹΑΓࣗओతɺओମతʹऔΓΉҬͷؾݩΛੜΈग़͢ϞσϧతͰൃలੑͷ͋Δۀࣄ
ʹରͯ͠ɺඞཁͳܦඅΛࢧԉ͠·͢ɻ

˞දهͷۀࣄߟࢀͰ͋ͬͯɺ͋͘·ͰݝͰࣔ͢ҰྫͰ͢ɻ
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ੜࡔଜͰຊ Ҭൃ ͮ͘ؾݩΓ支援ۚ事業ʹ࠾͞Εͨ事業Լهͷͱ͓ΓͰ͢ɻ
【村事業】

事業名 支援金額
（千円） 事業内容

お出かけをもっと楽しく、もっと便
利に事業 345

村の公共交通利用を促進するため、利用方法や移動手段等について、村の
自主放送やＹｏｕＴｕｂｅ等を活用して映像での配信をする。また、実際に
バス移動によるお出かけのサポート支援を行う。

生坂村歴史文化遺産「一星亭」周
知・再生プロジェクト 636

一星亭の周知と再生をテーマに地元住民と協力して、施設の物品整理と片
付け、簡易的な修繕を学習機会を通じて行うほか、イベントやセミナーを開
催して、歴史文化遺産への理解を深める。

いくさか『創造の森』プロジェクト
事業 4,804

松本山雅と連携したイベントを雲根地区や生坂村全域をフィールドとして、
開催し、地域の魅力に触れていただく。今後、参加者等による山雅ヤマ部の
発足による雲根事業の推進組織の確立を目指し、継続的な運営体制を構築
していく。

村事業計（３事業） 5,785
【団体事業】

事業名（団体名） 支援金額
（千円） 事業内容

＃landscape 大城・京ヶ倉をもっと
世に出す事業 2,940 村の観光資源である大城・京ヶ倉の登山道や周辺環境の整備を進め、トレッ

キングマップの作成やツアーイベントを開催して、村への集客の促進を図る。

いくさか農業　松本山雅ＦＣとと
もに全緑登頂事業 3,669

村への集客や農産物の販売を促進するため、道の駅いくさかの郷を中心に
松本山雅と連携したイベントや特産であるぶどうをテーマにしたカードを作
成して、村の施設の利用者や山雅サポーターに配布を行い、村を周知、発信
していく。

団体事業計（2 事業） 6,609
合計（5 事業） 12,394

◎支援対象ऀ
ɾࢢொଜɺެڞతஂମʢݝʹࣄॴΛ
ɹ༗͠ɺެ ಈҬͮ׆తڞ Γ͘׆ಈΛ͏ߦ
ɹ/10ɺٞڠձʣ

◎支 援  ༰
ʢ̍ʣิॿɹ

ۀࣄ ิॿ ॏςʔϚʹ֘
͢Δ߹ͷิॿ

ιϑτۀࣄ ̏� ̐Ҏ ̐� ̑Ҏ
ϋʔυۀࣄ ̎� ̏Ҏ ̏� ̐Ҏ

ɾϋʔυۀࣄɿಓ࿏ɺਫ࿏ɺݐͷݐઃ·ͨվमɺ̍݅̍̌ສԁҎ্ͷඋͷऔಘͳͲ
ɾιϑτۀࣄɿϋʔυۀࣄҎ֎

ʢ̎ʣิॿݶֹ
ิॿֹͷԼ̌̏ݶສԁ

ͷ୲ऀʹΑΔ事લ૬ஊձݝ◎
ɹʮܭըॻͷॻ͖ํ͕Θ͔Βͳ͍ʯʮ͜ͷܦඅରʹͯ͠Α͍ͷ͔ʯɺܭۀࣄըॻͷఏग़લͷٙʹ

Έɺଜͮ͘Γਪਐࣨʢὸࠐલ૬ஊձͷਃ͠ࣄͷ୲ऀ͕͓͑͠·͢ɻݝ �������ʣ·Ͱ͝࿈བྷ
͍ͩ͘͞ɻ

ɹʓɹ࣌ɹɹྩ݄̓̍̕ʢʣ�ɿ�� ʙ ��ɿ��
ɹʓɹॴɹɹੜࡔଜɹ̎֊ɹୈ̎ձٞࣨ

◎Ԡืɾ͍߹Θͤ
ɹຊࢧԉۚͷਃࠐઌদຊҬৼا ہڵըৼڵ՝Ͱ͕͢ɺਃԠืʹ͍ͭͯͷ͝૬ஊͰ

ରԠ͍ͨ͠·͢ɻԠืΛ༧ఆ͍ͯ͠Δஂମͷํɺ͍߹ΘͤΛ͍ͨ͠ํɺଜͮ͘Γਪਐࣨ
ʢὸ �������ʣ·Ͱ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

ɹ̡ ఏग़ݶظͷ߹͋Γ·͢ͷͰɺ্݄̍०·Ͱʹ͓͍߹ΘͤΛ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻr

いくさか農業　松本山雅 FCとともに全緑登頂事業
（生坂村農林水産物生産者組合）
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部　　　門
職　員　数  （人） 対 前 年

増 減 数R5.4.1 R6.4.1

一般行政

議　　会 1 1 0
総　　務 12 14 2
税　　務 2 2 0
民　　生 6 7 1
衛　　生 4 4 0
農林水産 4 4 0
商　　工 0 0 0
土　　木 2 2 0
小　　計 31 34 3

特別行政
教　　育 7 7 0
小　　計 7 7 0

公営企業等
水　　道 1 1 0
そ の 他 3 3 0
小　　計 4 4 0

合　　　計 42〔51〕45〔51〕 3

区　　分 月　　　額 期 末 手 当

給
  
　  
料

村　長 645,000円 6月期　1.700月分
12月期　1.700月分

計　3.40月分
副村長 547,000円

教育長 500,000円

区　　分 種　　　類 5年度延人数
一 般 研 修 メンタルヘルス研修、個人情報保護研修　等 53
専 門 研 修 行政関係、技術職関係研修　等 159
階 層 別 研 修 管理職研修・係長研修　等 14
派 遣 研 修 県等への派遣研修 1

生坂村の
給与・定員管理の状況
ਓߦࣄͷެฏੑɾಁ໌ੑͷ֬อΛతͱͨ͠

ʮੜࡔଜਓߦࣄͷӡӦͷঢ়گͷެදʹؔ͢Δྫʯ
گमͳͲͷঢ়ݚ༩ɾརްੜɾڅ৬һɾ͖ͮجʹ
ʹ͍ͭͯެද͠·͢ɻ

 職員数の状況

特別職の報酬等の状況（令和6年4月1日現在）

（注）地方公共団体定員管理調査の数値です。職員数は一般職に属する
　　 職員の人数で、〔　　〕は条例定数です。

（１）勤務時間
　職員は原則として休憩時間を除く１日７時間45分（午前８時30分～午後５時15分）勤務です。休日は原則と
して土・日・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）です。

（２）年次休暇の取得状況
　令和5年中の１人当たりの平均取得日数は10.6日でした。

（３）育児休業の取得状況
　令和6年4月1日現在、育児休業中の職員は2人です

 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　分限処分とは、公務能率の維持を目的に職員になされる処分です。懲戒処分は、職員の義務違反 
に対するものや全体の奉仕者にふさわしくない非行があった場合になされる処分です。
　令和5年度中の分限処分および懲戒処分はありませんでした。

 職員の分限および懲戒処分の状況

　令和5年度中に営利企業等へ従事するための職務専念義務免除件数はありませんでした。
 職員の服務の状況

 職員の研修の状況

（１）健康診断などの実施状況
　令和5年度の人間ドック等受診者数は49人でした。

（２）職員互助会の設置
　地方公務員法第42条に基づき生坂村職員互助会を設置し、職員の健康増進、その他厚生に関する事業を実施
しています。

（３）公務災害の認定状況
　公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場合には、一定の補償が行われます。令和5年度中の災害認
定はありませんでした。

（４）不利益処分に関する不服申し立ての状況等
　令和5年度、勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

 職員の福祉および利益の保護の状況
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 職員の給与の状況

区　分 職 員 数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 1人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 職 員 手 当 （内期末・勤勉手当） 計（Ｂ）

6年度 43人 144,363千円 74,424千円 （57,933千円） 218,787千円 5,088千円
（注）職員手当には退職手当を含みません。当初予算に計上された額です。

（２）職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分
一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
生 坂 村 298,986円 323,576円 41.3 歳

（注）平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

（４）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（令和6年4月1日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員を100とした場合の給与水準を示す指数です。
区　分 生　坂　村
5年度 94

（３）ラスパイレス指数（給与水準）の状況

区　分 給料月額

一般行政職
大 学 卒 196,200円
高 校 卒 166,600円

（５）職員の初任給の状況（令和６年４月１日現在）

区　分
支　　給　　率

自 己 都 合 勧 奨・定 年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.270750月分
勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高支給率 47.7090月分 47.709 月分

職務上の段階による加算措置　有

（６）職員の手当の状況
○退職手当（令和6年４月１日現在）

区　分
支　給　割　合

期 末 手 当 勤 勉 手 当
6月期 1.225月分 1.025月分
12月期 1.225月分 1.025月分
計 2.450月分 2.050月分

職務上の段階による加算措置　有

○期末手当・勤勉手当（令和6年４月１日現在）

手　当　名 主 な 内 容 お よ び 支 給 単 価

扶　養　手　当 主として職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
○子　月額　10,000円　○子以外の扶養親族　月額　6,500円

寒 冷 地 手 当
11月～3月の各月に支給  　○扶養親族のある世帯主　月額　17,800円
　　　　　　　　　　　　  　○扶養親族のない世帯主　月額　10,200円
　　　　　　　　　　　　  　○その他の職員　　　　　月額　  7,360円

通　勤　手　当
○交通機関利用の場合　　通勤に要する運賃相当額（月額55,000円限度）
○自動車等を利用の場合　（片道 2㎞以上）月額2,000円～　
　　　　　　　　　　　　（片道60㎞以上）月額31,600円

管 理 職 手 当 定額により支給
時間外勤務手当 時間外の勤務1時間につき、給料月額を基本とした時間単位の100％～160％を支給
住　居　手　当 借家・借間の場合　月額27,000円限度
宿 日 直 手 当 宿日直1回につき　4,400円

○その他の手当（令和6年４月１日現在）

（注）人件費には特別職（村長等、審議会委員など）に支給される給料、報酬等を含みます。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（令和6年１月１日現在） 歳 出 額（Ａ） 実 質 収 支 人 件 費 （Ｂ） 人 件 費 率

（Ｂ／Ａ）

5年度 1,642人 2,519,477千円 23,347千円 511,357千円 20.3%
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金管バンド金管バンド
北部吹奏楽祭と音楽会で発表しました！北部吹奏楽祭と音楽会で発表しました！

　生坂小学校金管バンドは４年生１２名、
５年生８名、６年生１２名の３２名で仲良
く活動しています。コロナ対策をしながら
当日を迎えるまで、なかなか練習時間の確
保が難しかったのですが、北部吹奏楽祭に
参加することができました。楽しく演奏で
きたという感想が多くあり、良かったなと
思います。
　また他の小中学校の演奏を聴く良い機
会でした。特に生坂中学校の生徒さんの演奏に感動し、一つの音に込める思いを感じた子ども達です。
　音楽会では、各パートの楽器紹介とデンジャーゾーンの発表をしました。北部吹奏楽祭では座って演奏したのですが、
立って自由に動いて演奏しようということになり初チャレンジ！曲に乗って楽しそうにそれぞれ堂々と演奏している姿
がありました。

෦ਧָࢀʹࡇՃしͨײ
♪練習を何回もやって、間違えたり、あまりうまくいかなかったりした所を練習したのがよかったと思います。うまく吹
けるかなという思いもありました。でも練習と同じようにやればいいと思ったし、楽しく演奏した方が聴いている人も楽
しい気分できいてくれるかなと思いました。そしたらみんな楽しく、いい気分で拍手をしてくれて嬉しかったです。校長
先生が「吹奏楽祭だから、祭りを楽しんでください」と言っていたので、楽しんで祭りのように、自分達だけじゃなくて、
他の学校の曲も楽しく聴けたのでよかったです。

ԻָձͰԋしͨײ
♪最初はデンジャーゾーンを聴いてかっこいい曲だな～と思いました。でも実際にやってみたら、音はでないし、曲のメ
ロディーもあまり吹けなかったけど、練習していくうちに急にできてきて、とても嬉しかったです。
　音楽会ではパート紹介をするのが少し緊張したけど練習や自分なら出来ると信じたら、なんかめちゃうまくいきまし
た。その金管のおかげで音楽会の緊張がとけて楽しくできました。でも６年生でもう金管はやらなくなるから、少しでも
思い出を残そうと思い、全力でやりました。母からは「うまかったね。」と言われてとても嬉しかったです。本当にやって
よかったなーと思ったし、自分でも少し成長したな～と思いました。

♪僕は楽器紹介で「笑点」をやりました。練習の時は、できないところがいっぱいあったけど、友だちと共有しながらでき
るようになりました。
　本番は紹介でユーフォニアムの特徴をしっかり言えてよかったです。デンジャーゾーンでは、北部吹奏楽祭より少しバ
ージョンアップしてのりのりでいきました。皆のりのりでやって、会場もすごくもりあがりました。自分でも「やりきった
～」と思えたので、よかったです。僕は大人数の前で金管を演奏することはほぼないけど、音楽会の演奏は一番バッター
だったので、会場をもりあげられてよかったです。今日のためにたくさん練習してきて本当によかったなと思いました。
最高の演奏にできてよかったです。

小学校だより
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ੜࡔதֶ̎ߍ ̖ੜࡔதֶ̎ߍ ̖
ʮ北ւಓඪொަྲྀ会ʯʮ北ւಓඪொަྲྀ会ʯ

中学校だより

などを࢙たちは��݄中०に北ւಓのඪொにいきました。ඪொでは３校がूまりަྲྀ学習を௨して、จԽやྺࢲ　

学ͼました。

　生坂ଜとは気 ɾީจԽɾྺ などにも違いがみられまܗが全く違いました。気ީ໘では北ւಓなので気Թもく、࢙

した。จԽ໘では、もともとアΠψຽがॅんでいたこともあり名やアΠψຽがॅんでいたҨなどが残っていま

した。アΠψの方々のらしや北ւಓが発లしたきっかけなど、ྺ についてのおもおฉきし、生坂ଜとの違いを࢙

り、とても良いମݧができました。

　最初の３校でूまった迎会では、ඪ中の生徒も北中の生徒も໌るく、フレンドϦーにしてくれました。また、

レΫなどで൝分けした時もੵۃతにしかけてくれました。そのおかげで、皆としやすくなりました。そのޙも、൝で

のߦ動が多かったため、仲をਂめることができました。特にҹに残ったことはඪொの中学生の皆さんがフレンドϦ

ーだったところです。来年会えるのが楽しみです。

アΠψจԽに৮れながらҨやྺ࢙をることができ
ました。

৽ͮࡪרくりでは、ࡪのଁをऔりআき、Ԙ௮けにする
というوॏなମݧができました。

ඪொの中学生ʢඪ中学校ɾ北中学校ʣとަྲྀしま
した。

ޙࠃౡʢ北方ྖʣを؟でݟえるւ؛をࢄาしました。
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第 19回            vol.2  

自分が読んでよかったと思う本を、たくさんの人におススメする気持ちで紹介文を書く賞です！ 

前々号に引き続き、今回も小学生のみなさんから寄せられた、「この本よかった！」をご紹介します。 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

1122//2299  3300 3311 11  22  33  44  

55  66  77  88  99  1100  1111  

1122  1133  1144  1155  1166  1177  1188  

1199  2200  2211  2222  2233  2244  2255  
2266  2277  2288  2299  3300  3311  11 

※※      ・・・図書室の休館日 
※※      ・・・17時閉館 

2025 年 1 月 利用カレンダー ℡℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10時～18時  土曜日＝10時～17時 
休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 年年末末年年始始休休館館＝＝1122//2288～～11//44  

 

第 号

1．『 さんびきのこぶた 』小学館 

2．『 ももたろう 』ガタロー☆マン／著 

3.『 めんたべよう！ 』小西英子／著 

『おにゃんこタクシー』はっとり ひろき／著 

うさぎとぱんだのいえがかわいい 

くぐるのがすごいよ 

どうぶつのくるまがかわいいよ 

ぞうさんをはこぶのがすごいよ 

のびるのがすごいです 

みずがきらいなのにとびこめるってすごい 

１１  年年  上上生生坂坂  前前山山芹芹
せ

凪凪
な

  ささんん  

『 なんだろう なんだろう 』ヨシタケ シンスケ／著 

 自分が考えてなかったことを考えられました。

色々なぎもんがうかび上がってきて、とても楽しか

ったです。人それぞれ色々な考えがある事も知れた

ので、これからの生活につなげていきたいと思いま

した。 

1.『 和菓子のアンシリーズ 』坂木 司／著 

2．『 居酒屋ぼったくりシリーズ 』秋川滝美／著 

3．『 いつもの木曜日 』青山 美智子／著 

 

1．和菓子大好きな人、食べること大好きな人にピ

ッタリ！ 

2.ぼったくりだなんて、ぶっそうな名前ですが、

読んでみて！めっちゃ面白い。食べることすきな

人にはもうたまらん！ 

3.色々な人の視点が書かれています。青山さんシ

リーズ読みやすい！ 

 

『 意味がわかると怖いストーリー 』朔月 糸／著 

この本は、私が図書室にリクエストした本です。 

 図書室にあるこわい本はほとんどすべて読んで

しまったので、この本をリクエストしました。この

本はまんがはたくさんありますが、４コマや妖怪の

説明みたいなものもあります。まんがだけではない

のでとてもおもしろいです。 

ﾍﾍﾟ゚ﾝﾝﾈﾈｰーﾑﾑ  ｾｾｰーﾗﾗｰーﾏﾏｰーｽｽﾞ゙がが推推しし！！  ささんん  

６６  年年  日日岐岐  髙髙木木ささわわ  ささんん  

５５  年年  上上生生坂坂  中中山山愛愛梨梨  ささんん  

２２  年年  大大日日向向  皿皿井井鈴鈴子子  ささ

んん  

今年度 

「がんばってしょうかいしてくれた賞」

に選ばれた人は表彰式の様子ととも

に来月の「図書かんだより」 

で紹介します♪ 

��



一一般般書書  

■人魚が逃げた         （青山 美智子） 

■ナチュラルボーンチキン   （金原 ひとみ） 

■架空犯            （東野 圭吾） 

■時間の虹 紅雲町珈琲屋こよみ  （吉永 南央） 

■アイアムハウス         （由野 寿和） 

■再愛なる聖槍         （由野 寿和）  

■すべての、白いものたちの    （ハン・ガン） 

■別れを告げない                 （ハン・ガン） 

■ベル・ジャー( I am I am I am)（シルヴィア・プラス） 

■いのちの車窓から 2        （星野 源） 

■シニアの命と財産を守る 実家の防犯  

110のコツ      （梅本 正行、 桜井 礼子） 

■国立がん研究センターの正しいがん検診（中山富雄） 

■戦争は女の顔をしていない ③⑤ 

（小梅 けいと/作画、スヴェトラーナ・アレクシエーヴィチ/原作）  

■絵本作家のしごと（別冊太陽） （石野孝/監） 

実用書 

■認知症の人の心がわかる本 介護とケアに役立つ 

実例集              (杉山 孝博) 

■これを食べれば勝手にキレイになる 「甘いもの 

欲」が消えて身体の中から輝く食事術（あこ） 

■医師のぼくが 50年かけてたどりついた  

鎌田式 長生き食事術      （鎌田 實） 

■まいにち お漬けもの     （こてら みや） 

■THE 藤井定食          （藤井 恵） 

■自然素材で楽しむ 手仕事&クラフト  リース・ 

しめ飾り、わら・ひょうたん細工、草木染め・柿渋、 

かご・ほうき            (農文協) 

■大人が選ぶ無印良品      （主婦の友社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文庫・新書 

■ボーダーライト 神奈川県警少年捜査課（今野 敏） 

■一九八四年〔新訳版〕  （ジョージ・オーウェル） 

■蠅の王〔新訳版〕 （ウィリアム・ゴールディング） 

■三人屋            （原田 ひ香） 

■サンドの女 三人屋       （原田 ひ香） 

■本・子ども・絵本       （中川 李枝子） 

えほん 

■パンどろぼうとりんごかめん   （柴田 ケイコ） 

■さんかくサンタ       （tupera tupera） 

■ボードブック ねないこ だれだ  （せな けいこ） 

■どんどんめくり         （やぎたみこ） 

■こどもかいぎ          （北村裕花） 

児童書 

■シートン (コミック版世界の伝記 55) 

（迎 夏生/イラスト、信岡 朝子/監修） 

■ナイチンゲール (世界の伝記 コミック版 3) 

（坂本 コウ/漫画、日本赤十字社/監修） 

■清少納言と紫式部 (学習まんが人物館 日本 小

学館版 30) （高梨 みどり/漫画、福家 俊幸 (監修） 

■そしてパンプキンマンがあらわれた 

（ユ・ソジョン/著、キム・サンウク/イラスト） 

■放課後ミステリクラブ 4 密室のウサギ小屋事件 

（知念実希人/著 、Gurin./絵） 

■ポケットモンスター ポケモン大図鑑 1020+ 

（小学館） 

 

 

 

 １ 月 の 新 着 本 

 

新春企画 

「としょみくじ」 
 

おみくじの結果次第で 

雑誌のふろくやしおりが当

たるかも！？ 

恒例の「としょみくじ」を 

今年も行います。 

新年の運だめしにどうぞ！ 

おみくじは図書の貸出時一

回につき一度引く 

ことができます。 

1/6（月）～ 

一般書 

えほん 

児童書 
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■
イ
ク
ラ
ン
に
参
加
し
ま
し

た
！

一
一
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た

「
イ
ク
ラ
ン
！
」に
、児
童
館
の
の

び
の
び
ス
ク
ー
ル
の「
マ
ラ
ソ
ン

ク
ラ
ブ
」が
参
加
し
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
走
る
こ
と
が
大
好

き
な
み
な
さ
ん
で
し
た
が
、コ
ー

チ
の
小
林
稠（
し
げ
る
）さ
ん
か

ら
、長
く
走
る
方
法
を
教
わ
り
、

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
気
に
恵
ま
れ
た

マ
ラ
ソ
ン
日
和
。サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
衣
装
の
稠
さ
ん
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
最
後
ま
で
楽
し
く

み
ん
な
で
走
り
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。実
際
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
走
り
切
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
な
の
か
、自
信
が
つ
い
た
様

子
で
す
。
み
ん
な
で
走
る
楽
し

さ
や
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
一
日
で
し
た
。

☆
地
域
未
来
塾

　
一
月
一
一
日
（
土
）

　
　
午
後
一
時
一
五
分
～
三
時

一
五
分

　
会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
二
階
会
議
室

☆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　
一
月
一
〇
日
（
金
）

　
　
　
二
四
日
（
金
）

　
　
　
三
一
日
（
金
）

　
　
午
前
一
〇
時
～
一
一
時

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
二
階
会
議
室

☆
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教
室（
小
中
学
生
と
保
護
者
）

　
一
月
一
九
日
（
日
）

会
場
・
白
馬
さ
の
さ
か
ス

キ
ー
場

☆
一
星
亭
学
習
会

　
一
月
二
六
日
（
日
）

　
　
午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時

　
会
場
・
村
民
会
館
二
階
講
堂

☆
令
和
七
年
二
十
歳
の
集
い

　
一
月
三
日
（
金
）

　
　
受
付
・
午
後
〇
時
三
〇
分

　
　
式
典
・
午
後
一
時

　
会
場
・
や
ま
な
み
荘
大
ホ
ー

ル
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ࣾ
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श
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し
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フレイルとは、「加齢により心身が老いて衰えてくる」ことです。しかし、早い時期から気を付けて

いれば、健康な状態を維持することができます。

フレイルを予防するには、下記のうち、毎日７品目以上の食品を食べると良いと言われています。

○さ ○あ ○に ○ぎ ○や ○か に ○い ○た ○だ ○く

魚 油 肉 牛乳 野菜 海藻 芋 卵 大豆 果物

今回のおすすめレシピは

 

人分 栄養価

エネルギー ２５ たんぱく質 ｇ

脂質 ｇ 炭水化物 ｇ 食塩相当量 ｇ

今回のレシピと、

チーズトースト

野菜たっぷりスープ

デザート（果物）

一緒に、食べることで、

７品目以上の食品が食べられます。

筋力低下予防のために、豆腐やひき肉などから

たんぱく質がたっぷり摂取できます。

※食事は、常に「主食＋主菜＋副菜」を意識して食べましょう。

作り方

① 豆腐は ㎝角のサイコロ型に切る。

生姜、長ねぎはみじん切りにする。

② フライパンにサラダ油と①の生姜、長ねぎ

を入れて弱火で加熱して、香りが出てきた

ら、合挽肉を加えて炒める。

③ 肉の色が変わったら、牛乳で溶いた味噌を

加えて混ぜる。

④ ③に①の豆腐を加え２～３分程加熱して、

塩、こしょうで味を調える。最後に水溶き

片栗粉でトロミを付ける。

材料（２人分）

木綿豆腐 ３００ｇ

合挽肉 １００ｇ

生姜 １ ２かけ（１０ｇ）

長ねぎ ４㎝

味噌 大さじ１

牛乳 １００

塩 少々

こしょう 少々

サラダ油 大さじ１ ２

水溶き片栗粉

片栗粉 小さじ１

水 大さじ１

ϑϨΠϧ༧˒͓すすΊϨγϐ

ミルク入り麻婆豆腐
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年
後
見
੍
度
は
、

的
ো


、ਫ਼
ਆ
ো

、ೝ

症
な
ど
に

よ
っ
て
ひ
と
り
で
ܾ
め
る
こ
と

に
ෆ
҆
や
৺

の
あ
る
ਓ
を
、


年
後
見
ਓ
等
が
๏
的
に
อ
ޢ

し
、
ࢧ
援
す
る
੍
度
で
す
。

　
ひ
と
り
で
ܾ
め
る
こ
と
が
৺


な
方
は
ࡒ、
࢈

ཧ（
ෆ
動
࢈

や
༬
ஷ
金
な
ど
の

ཧ
、
Ҩ
࢈

分
ׂ
協
ٞ
な
ど
の
૬
続
手
続
な

ど
）
や

上
อ
ޢ
（
հ
ޢ
・

ࢱ

α
ー
Ϗ
ス
の
ར
༻
ܖ

や
ࢪ
設

ೖ
ॴ
・
ೖ
Ӄ
の
ܖ

క
݁
、ཤ
ߦ

状
況
の
֬
ೝ
な
ど
）
な
ど
の
๏


ߦ
ҝ
を
一
ਓ
で
ߦ
う
の
が


し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

自
分
に
ෆ
ར
ӹ
な
ܖ

で
あ
る

こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
ܖ

を
݁
ん
で
し
ま
い
、
ѱ

࣭

๏
の
ඃ

に
あ
う
ڪ
れ
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
、

年
後
見

ਓ
が
本
ਓ
の

わ
り
と
な
っ

て
、
ܖ

手
続
き
や
ࡒ
࢈

ཧ

と
い
っ
た
ࢧ
援
を
ߦ
い
ま
す
。

本
ਓ
か
ら
の
૬
ஊ
は
も
ͪ
ろ

ん
、
ご
Ո

や
ご

ੰ
か
ら
の

૬
ஊ
で
も
݁
ߏ
で
す
。
お
ؾ
ܰ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

˙
૬
ஊ
૭
ޱ

生
坂
村
݈
߁

ཧ
η
ン
タ
ー

ὸ
六
九ô

三
五
〇
〇


年
後
見
੍
度
を

っ
た
έ

ー
ス
を
見
て
み
ま
し
Ỷ
う

⃝

成
年
後
見
制
度
を
使
う
前

ѱ
࣭
ۀ
者
か
ら
の
ి
話
が
あ

り
、᱐
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。最

ۙ
、


れ
も
૿
え
て
き
た
の

で
今
後
᱐
さ
れ
な
い
か
৺

だ
。

　
　
　
　
ˡ

⃝

成
年
後
見
制
度
を
使
う
と

た
と
え
間
ҧ
え
て
ܖ

し
て

し
ま
っ
て
も
、

年
後
見
ਓ
等

が
そ
の
ܖ

を
औ
り
ফ
し
て
く

れ
る
。

⃝

成
年
後
見
制
度
を
使
う
前

　
最
ۙ
、

う
こ
と
の
な
い
ߴ

ֹ
な


を
ങ
っ
た
り
、
キ
Ỿ

ッ
γ
ỿ
Χ
ー
υ
の
҉
証
番
号
を


れ
た
り
し
て
手
続
き
が
で
き

な
く
な
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
ˡ

⃝

成
年
後
見
制
度
を
使
う
と

　

年
後
見
ਓ
が
ࢲ
の

わ
り

に
、
ۜ
ߦ
で
手
続
き
を
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
׆
は


年
後
見
ਓ
等
が
ࢲ
と
一
ॹ
に
ߟ

え
て
α
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の

で
҆
৺
だ
。

日
ࠒ
、
݈
߁

ࢱ
՝
の
৬
員

や
見
क
り
๚
問
৬
員
が
ॅ
民
の

皆
さ
ん
と
話
し
て
い
る
中
で
、

「
ं
の
໔
ڐ
ฦ
ೲ
を
ߟ
え
て
い

る
け
れ
ど
、
ฦ
ೲ
後
の
Ҡ
動
手

段
が
な
く
な
る
の
が
ෆ
҆
」
と

い
う
声
を
ࣖ
に
す
る
こ
と
が
গ

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ి
動
Χ
ー
ト
を
ѻ

っ
て
い
る
ۀ
者
に
講
師
を
ґ
པ

し
、
ి
動
Χ
ー
ト
ࢼ

体
ݧ
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
う
た
ご
え
の
会
に

参
加
さ
れ
て
い
る
上
生
坂
地
区

の
皆
さ
ん
を
中
৺
に
、
े
名
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ۀ
者
さ
ん
か
ら

り
方
の

説
໌
を
受
け
、い
ざ
ࢼ

。参
加

者
の
「
坂
道
で
の
走
ߦ
中
に
Χ

ー
ト
ご
と
స

し
て
し
ま
う
こ

と
は
な
い
か
ʁ
」
と
い
う
ෆ
҆

な

を
も
と
に
、
࣮
ࡍ
に
坂
道

の
走
ߦ
体
ݧ
な
ど
を
し
ま
し

た
。
ࢼ

し
た
方
か
ら
は
、「
思

っ
た
よ
り
ૢ
作
は
؆
୯
」「
ۙ
ॴ

の
Ҡ
動
は
ศ
ར
だ
Ͷ
」
等
の
感


を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
、日
ࠒ
、ి
動
Χ
ー

ト
を
׆
༻
し
て
い
る
方
も
お

り
、「
快
ద
だ
よ
」
と
ڭ
え
て
く

だ
さ
る
場
໘
も
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
皆
で
ॱ
番
に
ࢼ

体
ݧ
を

し
、
楽
し
い
体
ݧ
会
と
な
り
ま

し
た
。

݈
߁

ࢱ
՝
で
は
、
໔
ڐ
ฦ

ೲ
後
の
公
ڞ
ަ
௨
ػ
ؔ
の

い

方
の
ࢧ
援
や
૬
ஊ
対
Ԡ
を
ߦ
っ

て
い
ま
す
。
お
ؾ
ܰ
に
ご
૬
ஊ

く
だ
さ
い
。

˙
お
問
い
合
わ
せ

　
݈
߁

ࢱ
՝

　
ὸ
六
九ô

三
五
〇
〇


年
ޙ
ݟ
੍

Λ


年
ޙ
ݟ
੍

Λ

͝
ଘ
͡
で
͢
͔

͝
ଘ
͡
で
͢
͔

ి
ಈ
Χ
ồ
τ
ࢼ

体
ݧ
ձ

ి
ಈ
Χ
ồ
τ
ࢼ

体
ݧ
ձ

ใ
ࠂ
ใ
ࠂ

��



　
ྩ
和
ࣣ


に
࠾
༻
す
る
ಛ

ผ
ཆ
ޢ

ਓ
ホ
ー
Ϝ
の
৬
һ
を

ื
ू
し
ま
す
。

ಛ
ผ

方
ެ
ڞ
ஂ
ମ
で
͋
る

当

߹
で
は
、

方
ެ

һ
と

し
て
հ
ޢ
・

ࢱ
の

ࣄ
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

˙
৬
छ

ừ
ਖ਼
ن
৬
һ
Ử

　
ࣄ

һ
、
ੜ
׆
૬
ஊ
һ

　

ޢ
৬
һ
、
հ
ޢ
৬
һ

　
հ
ޢ
ࢧ
ԉ
ઐ

һ

ừ
会
ܭ



༻
৬
һ
Ử

　
ࣄ

һ
、
ੜ
׆
૬
ஊ
һ

　
հ
ޢ
৬
һ
、

ޢ
৬
һ

　
հ
ޢ
ࢧ
ԉ
ઐ

һ
、
ӫ
ཆ
࢜

˙
ۈ


ॴ

　
౦
ஜ
ຎ
）܊
ࢁ
ܗ
村
・
ຑ


村
）、Ԙ
৲
ࢢ
、দ
ຊ
ࢢ
、
ી
܊

に
͋
る
い
ͣ
れ
か
の

߹
ࢪ
ઃ

˙
ࢼ
ݧ


　
二
月
ࣣ
日
（
金
）

　
午
前
ീ
時
四
〇
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
ࠒ

˙
ձ


　
Ԙ
৲
ࢢ
อ
݈

ࢱ
セ
ン
タ
ー

　
三
階
ࢢ
民
ަ
ྲྀ
室

˙
ਃ
ࠐ
ड

ظ
ؒ

　
一
月
六
日
（
月
）
～

一
月
三
一
日
（
金
）

˙
ͦ
ͷ
ଞ
ɹ

　
ਃ
ࠐ
方
法

ৄ
ࡉ
は
、




い
߹
わ
ͤ
る
か
、

߹
ホ
ー

Ϝ
ϖ
ー
δ
で
֬
ೝ
し
て
く
ͩ
さ

い
。

˙
͓

͍
߹
Θ
ͤ

দ
Ԙ
ஜ

ી

ਓ

ࢱ
ࢪ
ઃ


߹
　

ὸ
五
三ô

五
〇
〇
〇

˙
দ
Ԙ
ஜ

ી

ਓ

ࢱ
ࢪ
ઃ

ɹ

߹
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ

　IUUQT���BPJIBUP�DPN
�

　

　「
し
Ỷ
͏
͑
ん
ͪ
く
き
ͦ
」で

　
ݕ
ࡧ

 

ಛ
ผ
ཆ
ޢ

ਓ
ϗ
ồ
Ϝ
の

ಛ
ผ
ཆ
ޢ

ਓ
ϗ
ồ
Ϝ
の

৬
һ
Λ
ื
ू

৬
һ
Λ
ื
ू

１～３月は、月に１回 講師の先生をお招きし、室内で行える楽しい運動も計画しています。

定期的な運動は、血行がよくなり、体を温かく保つことができます。皆で運動を行い、冷え性知

らずで寒い冬を乗り切りましょう！

寒さで自宅にこもりがち、運動不足を感じている方はいませんか？初めてご参加される方も大

歓迎 地域の皆さんと交流しながら楽しく体を動かしましょう★

日付 時間 ウォーキングコース 集合場所

１月 ７日 （火） 時～ お楽しみ講座 （室内） ＆ 海洋センター

１月 日（水） １４時～ ロングお散歩コース（昭津～草尾） 昭津木材ふれあい体験館

２月 ４日 （火） １４時～ お楽しみ講座 （室内） ＆ 海洋センター

２月１９日 （水） １４時～ お手軽ウォーキングコース（原～西手） ＆ 海洋センター

３月 １１日 （火） １４時～ メタボ解消コース（下生野～日岐） 南部交流センター

月２６日 （水） １４時～ お楽しみ講座 （室内） ＆ 海洋センター

◆雨天時は、 ＆ 海洋センターで開催予定ですが、状況により中止する場合があります。

無線放送でご確認いただくか、健康管理センター（☎６９‐３５００）にお問い合わせください。

◆お楽しみ講座は、池田町で幅広く活躍されている先生による運動プログラムです。

音楽に合わせた準備体操など、内容は盛りだくさんです。上履きを忘れずにお持ちください。

４

６

��



　
Χ
レ
ン
μ
ー
等
に
記
ࡌ
さ
れ

て
い
る
ྩ
和
ࣣ
年
一
月
の

類

ऩ
ू
日
に
つ
い
て
、
࣍
の
と
お

り
変
ߋ
し
ま
す
。

変
ߋ
前
　
一
月
一
三
日（
月
）

　
　
Ὅ

変
ߋ
後
　
一
月
二
〇
日（
月
）

ご


を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
ঝ

の
ఔ
よ
ろ
し
く
お

ئ
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
ό
ー
Χ
ー
υ
を
ར

༻
し
た
コ
ン
Ϗ
ニ
ަ

α
ー
Ϗ

ス
を
、
࣍
の
日
ఔ
で
ఀ
ࢭ
し
ま

す
。
ご
ෆ
ศ
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
ཧ
解
と
ご
協
力
を
お
ئ

い
し
ま
す
。

ừ
ఀ
ࢭ
す
る
証
໌
ॻ
Ử

　
ॅ
民
ථ
・
ҹ
ؑ
証
໌
ॻ

ừ
ར
༻
ఀ
ࢭ
日
Ử

　
ྩ
和
ࣣ
年
一
月
一
ീ
日（
土
）

ừ
お
問
い
合
わ
せ
Ử

　
ॅ
民
՝
　
六
九ô

三
一
一
三

　
種
類
を
変
え
る
等
の
ཧ
由
で

ど
う
し
て
も
ࣺ
て
る
時
は
、ϓ
ラ

ス
チ
ッ
ク

༰
ث
แ

と
し
て

ࢿ
ݯ
ご
み
に
出
し
ま
し
Ỷ
う
。٧

め
ସ
え
た
後
の
ύ
ッ
ク
も
ࢿ
ݯ

ご
み
に
な
り
ま
す
。

修
理
・
修
繕
を
す
る

ど
ん
な

で
も

༻
し
て
い

る
う
ͪ
に
ྼ
化
し
ނ、
ো
・
ഁ
ଛ

し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
場
合
す

͙
に
ࣺ
て
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
࠶、
度

え
る
よ
う
に
修
ཧ
・

修
સ
を
し
て
み
ま
し
Ỷ
う
。ҥ
類

や
͵
い
͙
る
み
な
ど
が
྾
け
た

り
݀
が
開
い
た
り
し
て
し
ま
っ

て
も
、๓
い
સ
う
こ
と
で

い
続

け
ら
れ
ま
す
。

　
ご
み
を
ݮ
ら
す
た
め
に
ߦ
う

̐
つ
の
औ
り

み
の
こ
と
を「
̐

̧
」と
い
い
ま
す
。前
回
の「
リ
σ

ỿ
ー
ス
」に
続
い
て
、今
回
は「
リ

Ϣ
ー
ス
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。

　
リ
Ϣ
ー
ス（
̧
̴
̈́
͂
̴
）
と

は
࠶、

༻
す
る
と
い
う
意
ຯ
の

୯
ޠ
で
あ
り
、ご
み
を
ࣺ
て
ͣ
に

そ
の
ま
ま
の
ܗ
で
࠶
ར
༻
す
る

औ
り

み
で
す
。۩
体
的
な
例
を

ڍ
げ
て
み
ま
し
Ỷ
う
。

詰
め
替
え
用
製
品
を
使
う

　
ચ
ࡎ
類
な
ど
の
༰
ث
は
、
い

切
っ
た
後
も
ࣺ
て
ͣ
に
٧
め
ସ

え
༻


を

っ
て
࠶
ར
༻
し

ま
し
Ỷ
う
。٧
め
ସ
え
༻


は

ϓ
ラ
ス
チ
ッ
ク

༻
ྔ
が
༰
ث

そ
の
も
の
よ
り
গ
な
い
た
め
、ご

み
の
ഉ
出
ྔ
が

ݮ
さ
れ
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
活
用
す
る

　
自
分
に
と
っ
て
ෆ
ཁ
に
な
っ

た
も
の
で
も
、ଞ
の
୭
か
が
ඞ
ཁ

と
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

リ
α
イ
ク
ル
γ
ἀ
ッ
ϓ
、フ
リ
マ

Ξ
ϓ
リ
な
ど
を
׆
༻
し
て
、ඞ
ཁ

と
し
て
い
る
ਓ
の
手
に
渡
る
よ

う
に
し
て
み
ま
し
Ỷ
う
。

い
か
が
で
し
た
で
し
Ỷ
う
か
。

リ
σ
ỿ
ー
ス
に
続
き
リ
Ϣ
ー
ス
に

つ
い
て
も
औ
り

み
を
ݕ
౼
し

て
い
た
だ
け
た
ら

い
で
す
。

̧
は
一
日
に
し
て
な
ら
ͣ
。小

さ
な
̧
を
ੵ
み
重
Ͷ
、「
̐
̧
」に

し
て
い
き
ま
し
Ỷ
う
。

࣍
回
は
リ
α
イ
ク
ル
ฤ
を
ܝ

ࡌ
予
定
で
す
。

͝
Έ
ớ

ྨ
Ờ
ऩ
ू


͝
Έ
ớ

ྨ
Ờ
ऩ
ू


ม
ߋ
の
͓

Β
ͤ

ม
ߋ
の
͓

Β
ͤ

ί
ン
Ϗ
χ
ަ

α
ồ
Ϗ
ε

ί
ン
Ϗ
χ
ަ

α
ồ
Ϗ
ε

ར
༻
ఀ
ࢭ
の
͓

Β
ͤ

ར
༻
ఀ
ࢭ
の
͓

Β
ͤ

４
Ｒ
っ
て
何
？
～
リ
ユ
ー
ス
編
～

か
わ
い
い
ぬ
い
ぐ
る
み
も

�

い
つ
し
か
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
…

➡➡

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
使
っ
て

不
用
品
を
欲
し
い
人
の
も
と
へ

ち
く
ち
く
縫
っ
て
あ
げ
れ
ば

�

も
と
ど
お
り
！

��



᷂
ク
ラ
ỽ
ι
ồ
ω
ͱ
「
ۭ

᷂
ク
ラ
ỽ
ι
ồ
ω
ͱ
「
ۭ

͖
Ո

の
আ
٫
ଅ
ਐ
に
ؔ

͖
Ո

の
আ
٫
ଅ
ਐ
に
ؔ

͢
Δ
࿈
ܞ
ڠ
ఆ
」
Λ
క
݁

͢
Δ
࿈
ܞ
ڠ
ఆ
」
Λ
క
݁

͠
·
͠
ͨ

͠
·
͠
ͨ

松
本
੫

ॺ
で
の
֬
ఆ
ਃ
ࠂ

松
本
੫

ॺ
で
の
֬
ఆ
ਃ
ࠂ

の
૬
ஊ
Λ
͝
ݕ
౼
の
ํ


の
૬
ஊ
Λ
͝
ݕ
౼
の
ํ


　
村
で
は
、村
内
の
ۭ
き
Ո
対
策

の
一

と
し
て
、᷂
ク
ラ
ッ
ソ
ー

ω
と
࿈
ܞ
協
定
を
క
݁
し
、ۭ
き

Ո
等
の
解
体
අ
༻
γ
ϛ
ỿ
レ
ー

タ
ー
を
ಋ
ೖ
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
上
で
ඞ
ཁ

項
目
を
選

す
る
と
、す
͙
に
අ

༻
を
֬
ೝ
す
る
こ
と
が
で
き
、ま

た
૬
見
ੵ
も
り
の
ґ
པ
が
Մ


で
す
。

ま
で
ۀ
者
の
営
ۀ
が

無
く
、ク
ラ
ッ
ソ
ー
ω
が
間
に
ೖ

り
ま
す
の
で
、̓
৺
し
て
ご
ར
༻

い
た
だ
け
ま
す
。

　
γ
ϛ
ỿ
レ
ー
タ
ー
は
村
の
ホ

ー
ム
ϖ
ー
δ「
生
׆
Ψ
イ
υ
」の

「
ॅ
ま
い・ॅ

」か
ら
ご
֬
ೝ
い

た
だ
け
ま
す
。

˙
お
問
い
合
わ
せ

　
村
ͮ
く
り
推
進
ࣨ

　
ὸ
六
九ô

三
一
一
一

　　
ク
ラ
ッ
ソ
ー
ω

　
ὸ
〇
一二
〇ô

三
〇
ô࢛

三
九
五

場
合
は
、
事
前
に
૬
ஊ
日
時

等
を
ి
話
で
予

い
た
だ
く

ඞ
ཁ
が
あ
り
ま
す
。
予

が

な
い
場
合
は
対
Ԡ
で
き
ま
せ

ん
。

˞
֬
定
ਃ
ࠂ
会
場
へ
の
ೖ
場
に

は
ೖ
場

ཧ
݊
が
ඞ
ཁ
で
す
。

国
੫
ி
̡
̞
̣
̚
公
ࣜ
Ξ
Χ

ウ
ン
ト
を
௨
じ
た
Φ
ン
ラ
イ

ン
で
の
事
前
ൃ
ߦ
が
ス
ム
ー

ズ
で
す
。

˞
֬
定
ਃ
ࠂ
期
間
中
の
੫
務
ॺ

ற
ं
場
の
ར
༻
は
、お

体
の

ෆ
自
由
な
方
の
み
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。ྟ
時
ற
ं
場

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
ڞ
ަ

௨
ػ
ؔ
ま
た
は
ۙ
ྡ
の
有
ྉ

ற
ं
場
を
ご
ར
༻
く
だ
さ
い
。

˙
お
問
い
合
わ
せ

　
松
本
੫
務
ॺ

ݸ
ਓ
՝
੫
第
一
部


　
ὸ
三
九ô

三
二
六
一

ྩ
和
ࣣ
年
一
月
六
日（
月
）か

ら
二
月
一
࢛
日（
金
）ま
で
は
、੫

務
ॺ
内
に
֬
定
ਃ
ࠂ
会
場
は
あ

り
ま
せ
ん
。

૬
ஊ
を
ر

さ
れ
る
方
は
、ྩ

和
ࣣ
年
二
月
一
ࣣ
日（
月
）か
ら

三
月
一
ࣣ
日（
月
）ま
で
の
֬
定

ਃ
ࠂ
期
間
中
に
֬
定
ਃ
ࠂ
会
場

へ
お
ӽ
し
く
だ
さ
い
。

˞
二
月
一
࢛
日（
金
）Ҏ
前
に
ॴ

ಘ
੫
・
ݸ
ਓ
ফ
අ
੫
・
ଃ
༩
੫

の
ਃ
ࠂ
૬
ஊ
を
ر

さ
れ
る

ͭ
ͳ
͕
Γ

ࠤ
ٱ
ؒ
ɹ



　
　
　
　
　
　
　

ৼ
り
ฦ
る
間
も
な
く
、
年
の


。こ

の
場
を
お
आ
り
し
て
、生
坂

村
に
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。

思
い
ى
こ
せ
ば
二
〇
一
ࣣ
年

の
秋
、生
坂
村
へ
勢
い

分
で
Ҡ

ॅ
し
、見

ら
͵
地
で
ӈ
も
ࠨ
も

分
か
ら
͵
ま
ま
村
の

事
に
ண

き
、݁
ࠗ
に
出
࢈
、
ҭ
ࣇ
に
、ۦ

け
ൈ
け
て
き
ま
し
た
。

大
き
な
ொ
に
ॅ
ん
で
い
る
と
、

ؾ
が
つ
け
な
い
ߦ、

や
自
࣏
を

生
坂
村
で
は

ۙ
に
感
じ
ら
れ
、

ܾ
し
て
一
ਓ
の
力
で
は
生
き
ら

れ
な
い
こ
と
を
、ஏ
ͣ
か
し
な
が

ら
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ਓ
と
の
ܨ
が
り
が
、ど
れ
だ
け

大
切
で


で
あ
る
こ
と
か
も
、

生
坂
村
か
ら
ڭ
わ
り
ま
し
た
。

ۙ
年
、
ܦ
ࡁ
的
合
ཧ
主
ٛ
や

ݸ
ਓ
主
ٛ
が
強
ま
る
一
方
で
、Ձ


や
ར
ӹ
の
な
い
地
Ҭ
や
ڞ、
同

体
の
最
後
の
ࡆ
で
あ
る
Ո

ま

で
も
が
、ऑ
体
化
し
て
い
る
様
に

感
じ
ま
す
。

時

に
ؔ

な
く
ਓ
間
社
会

や
自
વ
ք
の
本
࣭
は「
つ
な
が

り
」に
よ
っ
て
ܗ

さ
れ
て
い
ま

す
。Շ

の
お
ෲ
に
は
、新
し
い
໋
が

॓
り
、二
月
に
ࢲ
は
五
ਓ
Ո

の


と
な
り
ま
す
。

大
切
な
Ո

と
ࢧ
え
合
い
、こ

の
地
の
皆
様
と
ܨ
が
り
、ෆ
ث
༻

な
が
ら
も
本
࣭
を
࣋
っ
て
二
〇

二
五
年
も
、໌
る
い
ະ
来
を



し
て
ま
い
り
た
い
で
す
。

վ
め
ま
し
て
、こ
の
場
を
お
आ

り
し
て
生
坂
村
と
地
Ҭ
の
皆
様

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

皆
様
、ྑ
い
お
年
を
お
ܴ
え
く

だ
さ
い
。

��



��



��



『
美
味
し
い
・
嬉
し
い
一
年
』

『
美
味
し
い
・
嬉
し
い
一
年
』

　
פ
さ
が
Α
り
ମ
に
ᔍ
み
る

日
ʑ
。օ
さ
ん
い
か
が
͓
ա
͝
し

で
し
Ỷ
͏
か
ʁ
信
भ
が
פ
さ
の

ݫ
し
い
時
ظ
に
ಥ
ೖ
と
ಉ
時
に

二
〇
二
四


͋
と

日
で
͓

ผ
れ
に
な
り
ま
す
。

　
四
月
か
ら
ৼ
り
ฦ
る
と
ࢁ、
ࡊ

か
ら
࢝
ま
り
、

 

　

 

ϋ
チ
ク
、৽
に
ん
に
く
、Ն


ࡊ
͋
れ
こ
れ
、

 

　 Ϳ
Ͳ
͏
、৽
ถ
、দ

、

 

　 き
の
こ
ྨ
、ま
こ

ͩ
͚
、

ね
͗
、大
ࠜ
、ཬ
Ҷ
、

　

ॵ
か
ら

い
ळ
を
ܦ
て
一

స
、
ࠓ


ま
た
長
く
て
ྫྷ
た

い
ౙ
が
や
ỳ
て
き
ま
し
た
。

ࢲ
た
ͪ
が
ਆ
ށ
か
ら
ੜ
ࡔ
村

に
Ҡ
り
ॅ
ん
で
、
͏
一
一
ճ


の
ౙ
ࢧ

で
す
。こ
た
つ
に
͋
ỳ

た
か
ෑ

、૭
際
に
は
ス
チ
ロ
ー

ル

の
ྫྷ
気
Α
͚
ি
ཱ

ग़
ଗ

い
ま
し
た
。
ߴ
い
ޫ

අ
に
Ո

ܭ

ѹ
ഭ
さ
れ
る
こ
の
ق
અ
、

զ
が
Ո
の
ೣ
た
ͪ
は
、
ຖ
日


れ
た
日
に
は
ԑ
ଆ
の
日
な
た
で

ΰ
ロ
ΰ
ロ
ࢲ、
た
ͪ
の
ؼ

後
は

ډ
ؒ
の
ス
τ
ー
ブ
前
に
ू
߹
し

て
ஆ
を
と
ỳ
て
い
ま
す
。

　
か
͋
さ
ん
Ո
で
は
、
ळ
に
௮

͚
ࠐ
ん
ͩ


ࡊ
の
ຯ
付
͚
や

ຯ

の

ࠐ
み
、

つ
き
に



し
く
な
る
ق
અ
で
す
。
ς
Ϩ

Ϗ
で


ʑ

հ
さ
れ
、
શ
ࠃ

֤

か
ら
た
く
さ
ん
の
͝

จ

を
い
た
ͩ
く
Α
͏
に
な
ỳ
た
փ

ম
き
͓
や
き
は
ق、
અ
ݶ
ఆ（
一

二
月
～
二
月
）


ࡊ
の
ൢ
ച


࢝
ま
り
͝
好
ධ
を
い
た
ͩ
い

て
い
ま
す
！
৯
堂
前
の
Ֆ
ஃ
に

は
、
ౙ
前
に
২
͑
ସ
͑
た
Ϗ
Φ

キ

イ
ࠇ、
に
ん
に
く
、自
વ

ॼ

、一
六
छ
ྨ
Ҏ
্
。

Ҡ
ॅ
し
て
三


ࠓ、
ま
で
で

一
൪
ੜ
ࡔ
村
の
た
く
さ
ん
の
ඒ

ຯ
し
い
自
વ
の
恵
み
が
ࢲ
の
ң

ା
を
ܦ
༝
し
て
ମ
の
۱
ʑ
に
ٵ

ऩ
さ
れ
、
と
い
、い
く
さ
か
の
ڷ

の
ച
場
を
࠼
ỳ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ࠓ

は
、
ॵ
さ
の
Ө
ڹ

͋

り
、ྫ

Α
り

ෆ
࡞
の

࡞



͋
り
ま
し
た
が
、དྷ
村
さ
れ
た

͓
٬
様
に
は
ඒ
ຯ
し
い
ੜ
ࡔ
村

の「
৯
」を
௨
し
て
楽
し
ん
で
خ、

し
い
気
࣋
ͪ
に
な
ỳ
て
い
た
ͩ

͚
た
と
ࢥ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら


ت
ん
で

ら
͑
る「
い
く
さ
か
の

ڷ
」と
な
る
Α
͏
に
ス
タ
ỽ
ϑ
と

ڞ
に
ؤ
ு
ỳ
て
い
き
ま
す
。

　
二
〇
二
四


͋
り
が
と
͏

͝
͟
い
ま
し
た
。ͦ
し
て
、二
〇

二
五

の
ນ
։
͚
、「
͋
͚
ま
し

て
͓
Ί
で
と
͏
͝
͟
い
ま
す
」。

二
〇
二
五


Α
Ζ
し
く
͓
ئ

い
い
た
し
ま
す
。

ラ
が
、
৭
と
り
Ͳ
り
Մ
Ѫ
い
Ֆ

を
࡙
か
ͤ
て
い
ま
す
。

　
ຖ
日
、
ࢲ
た
ͪ
が
ख
ଧ
ͪ
で


্
げ
る
͏
Ͳ
ん
は
、
ຯ

ຯ

で
ਓ
気
の
ࣽ
ࠐ
み
や
と
͏
じ
、

͓
に
か
͚
、
౾
ೕ
、
Χ
Ϩ
ー
、
͋

ỳ
さ
り
と
し
た
ז
༲
げ
な
Ͳ

৭
ʑ
な
ϝ
χ
ỿ
ー
を
͝
༻
ҙ
し

て
い
ま
す
פ。
い
日
に
は
、か
͋

さ
ん
Ո
の
৯
堂
で

ʑ
͏
Ͳ
ん

を
ϑ
ー
ϑ
ー
৯

て
、Ͳ
͏
ͧ
৺

か
ら
Թ
ま
ỳ
て
く
ͩ
さ
い
。

　
か
͋
さ
ん
Ո
৯
堂



࢝

の
Ӧ
ۀ
は
、
一
二
月
は
二
九
日

（
日
）
ま
で
、一
月
は
ࣣ
日（
Ր
）

か
ら
で
す
！

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

か
あ
さ
ん
家

　
寺 

岡 

美 

智 

子

一
一
回
目
の
冬
支
度

　
ス
ϖ
ー
ス
の
ௐ

の
た
Ί
、い

つ

と
ҧ
͏
場
ॴ
で
の
ฤ
ू
後

ه
、ࣦ
ྱ
し
ま
す
。

　
二
〇
二
四



り
わ
ͣ
か
、

օ
さ
ん
ࠓ

は
Ͳ
ん
な

で
し

た
か
ʁ

　
ຖ

ࢥ
い
ग़
を
ৼ
り
ฦ
る
と

य़
Ն
ळ
ౙ
で
こ
ん
な
こ
と
し
た

な
、͋
ͦ
こ
に
行
ỳ
た
な
、͋
の

時
ظ
の
͋
の
場
ॴ
៉
ྷ
ͩ
ỳ
た

な
と
ܠ、
৭
͝
と
に

ܠ
が
ු
か

ん
で
き
ま
す
。

　
ࠓ

の
ळ
は
ߚ
༿
が

く
、と

ࢥ
ỳ
た
ら
ٸ
に
ౙ
の
ۭ
気
に
な

ỳ
た
り
、な
ん
ͩ
か

く
感
じ
ま

し
た
が
ࡄ、

Ԋ
い
の
ߚ
༿
は


ԫ
Φ
Ϩ
ン
δ
と
様
ʑ
な
৭
が
ࠞ

͟
り
߹
ỳ
て
と
て

៉
ྷ
で
し

た
ね
。こ
れ
か
ら
の
ౙ
ຊ
൪
、ੜ

ࡔ
村
は
Ͳ
ん
な
ܠ
৭
を
見
ͤ
て

く
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

 

（
加
౻
）

編
集
後
記

編
集
後
記
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今
年
も

す
と
こ
ろ
一
ि
間

と
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
や
ま

な
み

を
ご
Ѫ
ސ
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ຖ
年
߃
例
の
年

年
࢝
ྉ
ཧ

の
予

受

は
二
࢛
日
に
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
注
文
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。৯
ಊ
で
は「
あ
っ
た
か
フ

ỻ
Ξ
」「
ւ

က
フ
ỻ
Ξ
」「
大
ࠜ

と
ڕ
の
Ξ
ラ
ࣽ
η
ッ
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。ど
れ
も
好
ධ
で
、

ಛ
に
ٛ
援
金
د

で
Ԡ
援
い
た

だ
く
大
ࠜ
と
ڕ
の
Ξ
ラ
ࣽ
η
ッ

ト
は
、
ച
り
上
げ
の
ീ
〇
〇
ԁ

の
内
二
〇
〇
ԁ
を
د

し
て
い

た
だ
く
औ
り

み
と
し
て
大
勢

の
方
に
ࢍ
同
い
た
だ
き
、
た
く

さ
ん
の
د

を
ಧ
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を
आ
り

て
感
謝
ਃ
し
上
げ
ま
す
。

年

年
࢝
の
や
ま
な
み


は
、一
二
月
二
六
日
か
ら
一
月
六

日
ま
で
ٳ
ま
ͣ
営
ۀ
し
ま
す
。

一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
大
ཋ

場


౬
と
新
य़
ॳ
෩
࿊

Ҿ

【
だ
液
】

　
ଣ
ӷ
は
、
৯
事
の
時
の
ফ
化

の
手
ॿ
け
や
৯


の
ҿ
み
込

み
、
ຯ
֮
に
も
重
ཁ
な
ಇ
き
を

୲
っ
て
い
ま
す
。ま
た
ޱ、
か
ら

の
外
ఢ
の
৵
ೖ
を

͙
だ
け
で

な
く
全

の
݈
߁
を
क
る
ಇ
き

も
あ
り
ま
す
。

　
最
ۙ
υ
ラ
イ
マ
ウ
ス
（
ޱ
ߢ

を
開
催
し
ま
す
。
五
日
に
ந
選

を
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ೖ
ཋ
を
し

て
ご
Ԡ
ื
く
だ
さ
い
。

　
ྩ
和
ࣣ
年
も

ࢱ
η
ン
タ
ー

と
し
て
、
皆
様
の
お
役
に
ཱ
て

る
よ
う
ै
ۀ
員
一
同
ؤ
ு
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
や
ま
な
み


の
一

の
ご
ར
༻
を
お

ͪ

し
て
お
り
ま
す
。

　
ྑ
い
お
年
を
お
ܴ
え
く
だ
さ

い
。

ס
૩
症
）
を
ૌ
え
る
方
が
૿
え

て
き
て
い
ま
す
。
重
度
に
な
る

と
、ઁ
৯
ো

、ൃ
音
ো

、ෆ


な
ど
の
症
状
が
お
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
ଣ
ӷ
を
多
く
出
す
ҝ
に
も
、

と
に
か
く
Ώ
っ
く
り
よ
く
ט
ん

で
楽
し
み
な
が
ら
৯
事
を
す
る

よ
う
に
৺
ֻ
け
ま
し
Ỷ
う
。

　
৯

に
よ
っ
て
も
ଣ
ӷ
の
分

ൻ
ྔ
が
ҟ
な
り
ま
す
。
ج
本
的

に
ॊ
ら
か
く
৯

や
す
い
も
の

よ
り
も
、
あ
る
ఔ
度
ט
み
Ԡ
え

Ώ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ࣃ
ỳ
ͽ
ồ
ͨ
͍
Ή

の
あ
る
৯

の
方
が
ᄇ
ᅣ
す
る

回

が
૿
え
、
そ
の
分
た
く
さ

ん
の
ଣ
ӷ
が
分
ൻ
さ
れ
ま
す
。

ଣ
ӷ
થ
は
৳
ͼ
ॖ
み
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
分
ൻ
が
׆
ൃ
に

な
る
の
で
、
生
׆
の
中
で
お
༑

ୡ
や
Ո

と
ޱ
を
大
き
く
開
け

て
স
っ
た
り
お
し
Ỵ

り
す
る

の
も
と
て
も
い
い
で
す
。ま
た
、

「
ଣ
ӷ
થ
マ
ッ
α
ー
δ
」
や
「
ઉ

の
体
ૢ
」
も
お
ק
め
で
す
。

 

生
坂
村
ࣃ
Պ

ྍ
ॴ

新春初風呂福引景品
特賞 やまなみ荘共通利用券 5,000円 2組

１等 お食事券 2,500円 2組

２等 お食事券 1,500円 3組

３等 焼餃子テイクアウト券 500円 5組
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〈
着
衣
着
火
と
は
〉

　
ண
༻
し
て
い
る
ҥ

に
Ր
が

೩
え
Ҡ
っ
て
೩
え
上
が
る
現


の
こ
と
で
す
。ຖ
年
多

の
事
ނ

が
ൃ
生
し
て
お
り
、Ր
ই
の
危
ݥ

だ
け
で
な
く
、Ր
ࡂ
や
ࢮ

事
ނ

に
ൃ
ల
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
危
険
性
〉

　
調
ཧ
や

ম
き
な
ど
、日
ৗ
生

׆
で
Ր
を

う
ػ
会
は
多
く
、

ண
て
い
る

は
Մ
೩
ੑ
で
す
か

ら
、思
わ
͵
動
作
で
Ր
が

い
て

し
ま
う
こ
と
は
ॆ
分
ߟ
え
ら
れ

ま
す
。ま
た
、ứ
ද
໘
フ
ラ
ッ
γ
ỿ

現

Ừと
い
っ
て
、わ
ͣ
か
な
Ր

で
も
ॠ
間
的
に
ҥ

の
ද
໘
に

〈
事
前
準
備
〉

　

ম
き
な
ど
Ր
を
ѻ
う
ࡍ
に

は
、す
͙
に
ফ
Ր
で
き
る
よ
う
に

ਫ
ό
έ
ツ
な
ど
を
事
前
に
४
උ

し
て
お
き
ま
し
Ỷ
う
。

〈
対
処
方
法
〉

　
ਫ
な
ど
で
ফ
Ր
で
き
な
い
と

き
の
対
ॲ
方
๏
と
し
て
࣍
の
三

つ
の
手
ॱ
が
あ
り
ま
す
。

⃝

ε
τ
ỽ
ϓ

　
ま
ͣ
は
མ
ͪ
ண
い
て
動
く
の

を
や
め
ま
す
。腕
を
ৼ
っ
た
り
し

て
動
く
と
、Ԍ
を
あ
お
͗
ٯ
に
೩

え

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

⃝

υ
ϩ
ỽ
ϓ

　
す
ば
や
く
地
໘
に
෬
せ
、手
で

إ
を
お
お
い
ま
す
。 

足
を
ਅ
っ

直
͙
に
৳
ば
し
た
状
ଶ
で
、で
き

る
だ
け
多
く
の
体
の
部
位
が
地

໘
に

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

⃝

ϩ
ồ
ϧ

　
地
໘
の
上
で
೩
え
て
い
る
部

分
を
ফ
す
よ
う
に
Կ
度
も
స
が

り
ま
す
。

˙
お
問
い
合
わ
せ

松
本

Ҭ
ফ

局

໌
Պ
ফ

ॺ

ὸ
六
二ô

二
九
九
二

Ր
が
走
り
、あ
っ
と
い
う
間
に
೩

え

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
ਓ
間
の
ൽ
ෘ
は
、ࣣ
े
度
く
ら

い
の

を
一
ඵ
で
も
受
け
る
と

ൽ
ෘ

৫
が
ഁ
յ
さ
れ
て
Ր
ই

を
ى
こ
し
ま
す
。ま
た
、ఔ
度
に

も
よ
り
ま
す
が
、Ր
ই
の
ൣ
ғ
が

体
ද
໘
ੵ
の
三
ׂ
Ҏ
上
に
ٴ
ぶ

と
生
໋
に
危
ݥ
が
生
じ
る
と
ݴ

わ
れ
て
お
り
、ண
ҥ
ண
Ր
に
は
大

き
な
危
ݥ
が

い
ま
す
。

〈
未
然
に
防
ぐ
に
は
〉

　
ま
ͣ
は
、ҥ

を
೩
え

い
も

の
に
す
る
こ
と
で
す
。ද
໘
フ
ラ

ッ
γ
ỿ
現

は
、
ಛ
に
໖
、レ
ー

Ϥ
ン
な
ど
の
ૉ
ࡐ
で
ى
ໟ
を
ࢪ

し
た
生
地
に
注
意
が
ඞ
ཁ
と
ݴ

わ
れ
て
い
ま
す
ى。
ໟ
の
生
地
は

体
ੵ
の
ׂ
に
໘
ੵ
が

く
、ۭ
ؾ

も
ؚ
ん
で
い
る
の
で
と
て
も
೩

え
や
す
い
状
ଶ
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、Ψ
ス
こ
ん
ろ
を

༻

し
て
い
る
と
き
は
、長
い
ス
Χ
ー

フ
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
は
ண
༻
せ

ͣ
、Ψ
ス
こ
ん
ろ
の
Ԟ
の

を
औ

る
と
き
な
ど
は
、ҥ

に
Ԍ
が
೩

え
Ҡ
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
Ỷ
う
。

 　

˕
໌
Պ
ߴ
ߍ
ỏܳ
ज़
ͷ
ळ
Ố

　
一
一
月
中
०
ߍ、
内
各
ॴ
に
ܳ

ज़
ؔ

の
त
ۀ
で
੍
作
し
た
作


が
ల
ࣔ
さ
れ
、ܳ
ज़
の
秋
を
彩

っ
て
い
ま
す
。

　
本
ߍ
の
ܳ
ज़
Պ
目
で
は
、一
年

࣍
に
音
楽
、ඒ
ज़
、ॻ
道
か
ら
一

Պ
目
を
選
ん
で
ֶ
ͼ
、二
・
三
年

࣍
で
は
、選

Պ
目
と
し
て
Ҿ
き

続
き
ֶ
ͼ
ま
す
。

　
今
回
ల
ࣔ
さ
れ
て
い
る
の
は
、

各
ֶ
年
の
ඒ
ज़
の
作

と
、三
年

の
࣮
༻
ॻ
道
の
作

で
す
。

⃝

ඒ
ज़
ᶗ
⽅
σ
ỽ
α
ϯ

ར
き
手
で

は
な
い
΄
う

の
手
を
Ԗ
ච

で
ඳ
い
た
作


で
す
。
ཱ

体
的
な
ද
現

に
な
る
よ
う

に
ೱ
୶
を



し
た
り
、

ઢ
の
ଠ
さ
を


し
て
い
る
様

ࢠ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

⃝
ඒ
ज़
ᶘ
⽅
߹
ۚ
Ͱ
ͭ
͘
Δ
খ
͞

ͳ
ϖ
ồ
ύ
ồ

ỻ
Π
τ

　
ϐ
ỿ
ー
タ
ー
と
い
う
合
金
を

༹
か
し
て
型
に
ྲྀ
し
込
ん
で


ܗ
し
た
の
ͪ
、ஸ
ೡ
に
ຏ
き
上
げ

た
五
₉
ἇ
ఔ
度
の
作

で
す
。

ˑ
の
γ
ー
ル

は
ຏ
き
の
す
ば

ら
し
さ
、
ὑ
の

γ
ー
ル
は
ܗ
の

す
ば
ら
し
さ
を

ࢌ
え
て
お
ޓ
い

に
ଃ
り
あ
っ
た
も
の
で
す
。

⃝

ඒ
ज़
ᶙ
⽅
ฏ
໘
ɾ
ཱ
ମ
ද
ݱ

　

の
回
り
の

も
の
を
リ
Ξ
ル

に
࠶
現
す
る
こ

と
を
目
ඪ
に
し

て
੍
作
し
た
作


た
ͪ
で
す
。

や
さ
し
く
৮

っ
た
り
࣋
ͪ
上
げ
た
り
で
き
る
、

体
ݧ
型
の
ల
ࣔ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⃝

࣮
༻
ॻ
ಓ
⽅
ࠁ
ࣈ
࡞


　
̖
̐
大
の
木

の
൘
に
、
選
ん
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【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
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水道管の凍結を防ぐため、保温材や凍結防止帯を巻くなど、外気から水道管を保

護してください。また、不凍栓は蛇口を全開にしてから完全に閉めてください。

なお、長期間家を留守にする場合は、閉栓・水抜きをしてください。

　　水道に関するお問い合わせ先

　　　役場　振興課　建設係　　☎0263-69-3112

　今年も雪の季節がやってきました。村では、通勤・通学などの道路交通の安全を確保するために、道路

の除雪を行います。効率よく除雪を行うためには、村民の皆さんのご協力が必要です。次の点にご注意い

ただき、除雪作業にご理解、ご協力をお願いします。

１．除雪作業にご協力をお願いします

　除雪作業は山間部で降雪が10ｃｍ以上、その他平坦地で15ｃｍ以上、30ｃｍ以上と路線毎の基準

により除雪を行います。除雪路線でない道路や歩道、高齢者世帯の周辺などは各区で協力し合い除雪

をお願いします。

２．各戸の出入り口部分の除雪をお願いします

　除雪車が通過した後は、除雪された雪が玄関先をふさいでしまいご迷惑をおかけしますが、これらの

雪の除排雪は各家庭で道路脇に寄せるなど、ご協力をお願いします。

３．路上駐車はやめましょう

　除雪作業の際に、路上駐車された車があると作業の遅れ、その周辺の

除雪ができないことや、事故につながる恐れもありますので路上駐車は

絶対にやめましょう。

４．道路にはみ出している樹木等の撤去について

　樹木等が道路にはみ出していると、除雪作業に支障をきたすこともありますので、伐採等の適切な管

理をお願いします。

５．道路に雪を出さないでください

　除雪した道路に雪を出すことは、交通の妨げになることはもちろん、交通事故のもとにもなります。

また、屋根から落ちた雪は、各戸で早めの除去をお願いします。

※ 凍結防止剤（塩カル）の配布について

　歩行時の転倒やスリップ防止などの対策として、村内各所に凍結防止剤を配布しています。初回のみ役

場で配布しますが、必要になった場合は役場に用意してありますので、お手数ですが常会長さんまたは常

会長さんが依頼した方が取りに来てください。（１回２～３袋までお渡しします）

　また、時期によっては村で管理している凍結防止剤の在庫が著しく少なくなる場合がありますので、そ

の際は１回でお渡しできる数が少なくなる場合がありますのでご了承ください。

　除雪に関するお問い合わせ先

　　・村道　　役場　振興課　建設係　　　　　　☎0263-69-3112

　　・国道　　長野国道松本出張所　　　　　　　☎0263-25-5752

　　・県道　　松本建設事務所　維持管理課　　　☎0263-40-1965
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